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授業の概要および目標 学位授与の方針との関連 

【概 要】 

精神保健医療福祉の制度と体制に関する知識および精神的健康問題のメカニズ

ム、生活の評価に必要な基礎的理論と方法について、講義及び学生自身のプレゼ

ンテーション、研究論文のクリティーク、討議を通して学ぶ。 

○ 
1．看護管理学の継承・発展を担うた
めに必要な研究能力 

○ 
2．臨床現場で「つかえる」エビデン
スを「つくり」「つたえる」ことがで
きる能力 

 

3．看護管理者として、臨地において
リーダーシップを取りながら、エビデ
ンスに基づく看護マネジメントがで
きる能力 

 
4．ヒト・モノ・カネ・情報等のシス
テム的管理能力の向上 

 
5．病院管理者の一員として管理能力
を養い、病院経営に積極的に参加する
姿勢 

授 業 計 画 

  回 内 容 担当教員 

第１回 オリエンテーション、精神保健看護学の基本的な考え方 

田中 

第２・３回 精神保健医療福祉の制度と体制①② 

第4回 ライフサイクルと危機 

第5回 自我の機能とその障害 

第６回 家族の機能と病理 

第７・８回 社会の動向と精神的健康問題①② 

第9回 精神科におけるチーム医療 

第10回 自殺リスクとその予防 

第 11・12

回 

対象の理解と生活の評価に必要な基礎的理論①② 

第 13・14

回 

精神状態のアセスメントに必要な技法①②  

第15回 まとめ 

事前・事後 

学習 

事前学習：各回の関連のある分野や事柄について調べ、資料を作成し臨むこと。 

事後学習：授業内容を復習し、自らの考えを明確にし、看護職としての役割を実践できるように 

努めること。 

単位と時間数に応じた学習時間（学生便覧参照）を参考に取り組むこと。 

評価の方法 

 

プレゼンテーション（30％） ディスカッション（20％） レポート（50％） 

フィードバックは適宜行う。 

参考図書 

 ・資料等 

随時参考資料を提示する。 

 

備  考 

 

オフィスアワーについては、学生便覧を参照し、教員と日程調整をする。 

  


